
ミズベスクール３
水辺における官民連携

E-DESIGN 忽那裕樹



社会課題

活動のベースとなる「環境の器」をデザイン

活動を支える仕組みづくり

自らのスタイルで、大切な人との時間を豊かにする使いこなし

サステナブル
システム

（仕組みづくり）

エンバイロメンタル
デザイン

（環境デザイン）

アクティビティ
プログラム

（使いこなし）

社会課題



Aqua Metropolis Osaka Festival –
City Development Using Water and Light
(水都大阪フェス – 水と光のまちづくり)

Awards: 2016 “Ishikawa Prize” -The Japan Society for Urban 
Planning（日本都市計画学会「石川賞」)

Aqua Metropolis Osaka 2009         8/22 -10/12
Aqua Metropolis Osaka Festival 2011 10/22 -30
Aqua Metropolis Osaka Festival 2012 10/13 -21
Aqua Metropolis Osaka Festival 2013 10/11 -14
Aqua Metropolis Osaka Evening Market        2015/7 -10



フェスの３つのコンセプト

①都市の水辺の魅力を使いこなす

②まちで、楽しみを分かち合う

③大阪に誇りと愛着をもつ



水都大阪
フェス2011

水都大阪
フェス2012

水都大阪
フェス2013 社団法人

水都大阪パートナーズ設立

「水都大阪」として、大阪のまちをプロデュースする

2013年4月～

都市を楽しむイベントをプロデュース
・イベントを含む都市をプロデュースする組織を設立。
・社会実験等を通して、水都大阪ブランドを確立する。

これまでのあゆみとこれから

シンボルイヤー民間主導の新体制
「水都大阪パートナー
ズ」結成

ディレクターチームによる
「水都大阪フェス2011、
2012」開催

「水都大阪
2009」
開催

内閣官房都市再生
本部によって都市再
生プロジェクトに指定

2001年 2009年 2011年 2013年 2015年

大阪府･
大阪市 水都大阪推進委員会 水と光のまちづくり推進会議・

水都大阪オーソリティ・水都大阪パートナーズ

2014年2012年2010年

水都大阪
2009実
行委員会



水都大阪パートナーズ始動2013～



  
水と 光のまちづく り 推進会議   

【 構成メ ンバー】 府・ 市・ 経済界ト ッ プ、 有識者計 6 名 

アド バイ ザリ ーボード   
(専門助言機関)   

経済人、 学識経験者、 専門家
  

水都大阪パート ナーズ

  事務局長

  
高梨日出夫 

  ﾌﾟ ﾛﾃ゙ ｭ ｻーー

  忽那裕樹、 泉英明、 佐井秀樹  

水と 光のまちづく り ?援本部   
(水都大阪オーソ リ ティ ）   

府市の関係部局で合同事務局を設置 

市民参画  
・ 水都サポータ ー   
・ Ｎ Ｐ Ｏ 団体   
・ 府民・ 市民   

ビジネスモデル 

・ コ アカ ンパニー  
・ ク ラ ブカ ンパニー  
・ ビジタ ーカ ンパニー  

国際交流  
・ 各国文化センタ ー   
・ 各国商務関係   

観光   
各コ ミ ュ ニティ 団体  
・ 情報発行団体 

観

  

光

  

局

  

観

光

局

体制

有識者6名



一般社団法人 水都大阪パートナーズ （中之島オープンテラス事業）

水都大阪
オーソリティ

水都大阪
パートナーズ

（SOP）

事業者
(バルニバービ)

協力

報告

許可

占用・設置許可

大阪府

占用料

占用料

協議支援

300万円＋
売上の10％※1

※1 項目
水都大阪パートナーズ

収入
備考

占用料 －
扇町公園事務所
へ納付

協議支援固定費 300万円

協議支援歩合費 超過売上分の10％※2

※2 2016年度の売上は7,000万円
7,000万円－5,000万円＝2,000万円
2,000万円×10％＝200万円
ＳＯＰ収益：300万円＋200万円＝500万円



「OUI」 「MOTO COFFEE」 「十六夜」

「真琴」 「北浜ルンバ」 「Buon Grande」

現在は、北浜テラスは常設化し、12店舗に拡大

北浜テラス



北浜水辺協議会（北浜テラス）

大阪府
西大阪治水事務所

北浜水辺協議会
オーナー
テナント

占用・設置許可 許可

占用料占用料

川床会費

年間10～20万円

解体費用（設置時）

100～200万円

項目
北浜水辺協議会

収入
備考

流水占用料 －
西大阪治水事務所
へ納付

川床会費※1
10～20万円/年
※平米数で計算

協議会の運営費と
なっている

解体費用
100～200万円
※平米数で計算

設置時に協議会へ
納付

※1
2018年度現在は、10店舗が加盟しており、年間150万円程度の収
益がある



中之島GATE



粉もんではない７店舗 17日間で5万人が来場

総売上1800万円超（17日間開催）



場外市場型レストラン



中之島GATEの動き

■中之島GATE事業経緯

STAGE2 :（2014年～2019年）
「マーケットリゾート」の常設的な運営（民間事業者による暫定利用）

イベントスペース（維新派）







一般社団法人 水都大阪パートナーズ （中之島GATE 中之島漁港事業）

水都大阪
オーソリティ

水都大阪
パートナーズ

（ＳＯＰ）

事業者
(株式会社リタウン)

協力

報告

許可

売上の5％

インフラ整備

占用許可・設置許可

大阪府

大阪市
中央卸売市場

USJ
安治
川

堂島
川

土佐堀
川

木津
川 中之島西剣先

2012年10月、海と川の結節点にあたる中之島西端で、オープンカフェや光の演出、小型船係留施
設の運営を中心とした社会実験が実施された。このエリアには、周辺に大阪市中央卸売市場本場
や旧居留地である川口の倉庫群、新たにオープンした大阪府立江之子島文化芸術創造センター
などが立地し、大阪の歴史や文化に触れられるポテンシャルを有している。2012年8月、大阪府と
大阪市の共通の戦略として取りまとめた「大阪都市魅力創造戦略（素案）」において、水と光の首
都大阪の実現に向けて新たに創出するシンボル空間のひとつとして位置づけられた。この社会実
験では、オープンカフェや小型船の係留施設を設置・運営するなど、河川区域においてこれまでに
ない試みが展開された。今後、シンボル空間としての可能性とその拠点を船でつなぐ仕組みを検
証し、大阪の新しい水辺空間創出にチャレンジしていくエリアである。

占用料免除

・当時の売上は月2,000万円程度

2,000万円×5％→60万円
SOPの収益は60万円/月程度



水都大阪パートナーズ

河川
管理者

公園
管理者

道路
管理者

事業者

協定

事業者と
利用協定

協定 協定

水辺の
地権者

都市再生整備計画策定（市）
都市利便増進協定
都市再生整備推進法人指定（市）

（占用許可における公的主体化）
都市再生整備推進法人化を目指す

事業者

エリアマネジメントの仕組み（イメージ）

事業者 事業者



水都大阪はNext Stageへ 水辺BIDの可能性

嘉名氏提案資料



Kidzu River Promenade -Tokotokodandan
(木津川遊歩空間「トコトコダンダン」)

Awards: 2018 GOLD PRIZE - GOOD DESIGN

Location: Osaka, Osaka City
Completion: 2017
Site area: 4,300 m2



事前有識者会議

■木津川遊歩空間整備事業における制度設計補助

プラットフォーム形成支援事業



Kusatsugawa Ruins Park
(草津川跡地公園)

Awards: 2017 Prize of Minister of Land, Infrastructure 
and Transport (第33回国土交通大臣賞)
 
Location: Shiga-ken, Kusatsugawa City
Completion: 2017
Site area: 38,000 m2



店舗附帯のテラス

公園施設の設置許可
（建物）

建物賃貸
（建物）

賃貸
（テラス）

土地所有（公園）

建物所有

店舗営業

都市利便増進施
設の設置許可
（テラス）

草津市

有償 有償

１／２減免 無償

まちづくり会社

テナント

都市利便増進協定区域

都市利便増進施設（テラス部分など）

・都市公園法に基づき、市がまち会社に対して建物の設置管理を許可。

・都市再生推進法人に指定されていることから市への使用料は1/2減免。

・都市利便増進協定制度を用いて市と協働で公園の賑わいを創出。

・利便施設から得る収益の一部を協定区域内の賑わいづくりのために活用。

園内フラッグなど装飾 ガーデンの植栽管理ファニチャーの設置

■都市利便増進協定制度を活用した魅力増進へのフィードバック
草津まちづくり株式会社提供



■公園の魅力向上と収益増加で継続的な公園経営を目指す

公園管理運営会議

民間事業者の利用促進策

ハード面の強化
（設備や植栽への投資）

ソフト面の充実
（公園の魅力発信イベントの実施）

プロモーション

民間事業者の利用増加
【主な利用動機】
・場所自体の高い集客力
・空間としての魅力
・充実した設備
・使いやすさ
・地域への貢献
・企業イメージの向上

行政

公園の魅力向上収益性の向上

草津川跡地
公園

公園の来客者増加
中心市街地全体へ

にぎわい波及

▲こどもの日イベント

▲にぎわいイベント

緑の管理
部会

事業者
活動
部会

市民活動
部会

年間目標の
203％達成

年間目標の
165％達成

初年度目標

（ H29年度）

初年度実績

H29.4-H30.3

公園来場者数 300,000人 610,020人

イ ベント 開催数 48回 29回

店舗来場者数 91,420人 151,068人

ボラ ンティ ア登録人数 - 299人

新聞掲載回数 - 31回



社会課題

活動のベースとなる「環境の器」をデザイン

活動を支える仕組みづくり

自らのスタイルで、大切な人との時間を豊かにする使いこなし

サステナブル
システム

（仕組みづくり）

エンバイロメンタル
デザイン

（環境デザイン）

アクティビティ
プログラム

（使いこなし）

社会課題




